
Ｊ
Ｒ
連
合
は
11
月
20
日
、

ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
東
京
に

お
い
て
、
「
第
23
回
拡
大
代

表
者
会
議
」
を
開
催
し
、
各

加
盟
単
組
及
び
エ
リ
ア
連
合

の
代
表
者
、
書
記
長
・
事
務

局
長
ら
が
集
ま
り
、
こ
の
間

の
経
過
報
告
、
並
び
に
、
組

織
課
題
、
２
０
１
９
春
季
生

活
闘
争
に
む
け
た
Ｊ
Ｒ
連
合

の
基
本
的
な
考
え
方
な
ど
を

意
思
統
一
し
た
。
会
議
に
は
、

菅
野
執
行
委
員
長
が
、
副
会

長
と
し
て
出
席
し
た
ほ
か
に
、

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は
代

表
し
て
、
秋
山
・
飯
野
両
副

委
員
長
が
出
席
し
た
。

会
議
で
は
冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合

松
岡
裕
次
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

情
勢
を
含
め
、
多
く
の
課
題
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

各
単
組
・
エ
リ
ア
連
合
に
対
し

て
、
し
っ
か
り
と
議
論
が
な
さ

れ
、
肉
付
け
と
意
思
統
一
が
図

ら
れ
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
。

議
事
で
は
、
河
村
事
務
局
長
か

ら
、
情
勢
報
告
、
各
種
課
題
に

つ
い
て
提
起
が
あ
り
、
そ
の
後
、

各
単
組
等
か
ら
の
報
告
が
さ
れ

た
。
春
闘
を
含
む
労
働
条
件
に

関
す
る
取
り
組
み
や
、
安
全
・

自
然
災
害
に
対

す
る
こ
の
間
の

取
り
組
み
が
報

告
さ
れ
る
と
と

も
に
、
組
織
課

題
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

お
け
る
情
勢
の

打
開
に
向
け
る

意
見
や
、
民
主

化
当
該
単
組
に

対
す
る
支
援
の

言
葉
を
頂
い
た
。

そ
の
中
で
、
「
組
合
不
要
論
」

に
対
し
て
、
我
々
は
「
組
合
必

要
論
」
を
訴
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
の
意
見
を
頂
戴

し
た
。
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
か
ら

は
、
秋
山
副
委
員
長
が
、
こ
の

間
の
多
く
の
ご
支
援
に
対
す
る

御
礼
と
、
私
た

ち
の
取
り
組
み

を
報
告
す
る
と

と
も
に
、
組
織

拡
大
に
向
け
た

運
動
の
展
開
に

つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ

連
合
・
支
援
単

組
の
仲
間
に
決

意
を
伝
え
た
上

で
、
更
な
る
ご

ご
支
援
を
要
請

し
た
。
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基本理念
1．社員で考え、社員のための労働
運動を目指す 企業内労働組合

2．心とこころをつなぐ相互扶助活
動と、次代につなぐ社会正義の
実現を目指す

松
岡
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

安
全
に
つ
い
て

今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
３
件
の
労
災
死

亡
事
故
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
さ
に

過
去
に
起
き
た
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
、
協
力
会
社
を
交
え
て
、
安
全

に
資
す
る
議
論
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
単
組
の
中
で
も
お
願
い
す
る
。

民
主
化
闘
争
に
つ
い
て

民
主
化
集
会
は
６
年
ぶ
り
で
、
２
回
、

開
催
し
た
。
10
月
10
日
に
は
、
３
万
４
千

人
の
大
量
脱
退
と
な
っ
た
JR
東
日
本
で
何

が
起
こ
っ
て
い
る
か
、
あ
る
べ
き
労
働
組

合
の
必
要
性
、
JR
産
業
の
発
展
に
む
け
て

内
外
に
伝
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し

大
き
な
う
ね
り
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
３

万
６
～
８
千
名
の
未
加
入
者
に
つ
い
て
、

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
に
結
集
し
て
も
ら
う

こ
と
で
あ
る
。
ひ
い
て
は
北
海
道
、
貨
物

へ
も
波
及
す
る
こ
と
に
な
る
。

政
策
に
つ
い
て

12
月
12
日
に
第
13
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
す
る
。
働
き
方
改
革
、
同
一
労

働
同
一
賃
金
や
、
長
時
間
労
働
是
正
と
い
っ

た
課
題
が
あ
る
。
第
４
次
産
業
革
命
で
は

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
o
Ｔ
と
い
っ
た
JR
産
業
の
未
来

を
見
据
え
た
課
題
も
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
も

含
め
て
成
果
を
広
め
て
い
っ
て
欲
し
い
。

多
く
の
産
別
か
ら
も
注
目
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
ぜ
ひ
政
策
能
力
を
発
揮
す
る
場
と

し
て
欲
し
い
。
今
年
は
７
月
豪
雨
や
台
風
、

大
阪
北
部
地
震
、
そ
し
て
北
海
道
地
震
な

ど
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
た
。
復
旧

に
際
し
て
バ
ス
も
含
め
て
、
あ
ら
た
め
て

多
く
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
行

政
支
援
の
あ
り
方
や
、
バ
ス
代
行
、
代
替

え
輸
送
、
貨
物
も
あ
わ
せ
て
多
く
の
問
題

が
あ
っ
た
。
国
交
省
要
請
行
動
な
ど
、
税

制
特
例
、
二
島
支
援
な
ど
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
、
政
策
活
動
強
化
に
努
め
て
い
く
。

中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
訂
作
業

を
行
っ
て
い
る
。
JR
７
単
組
と
グ
ル
ー
プ

労
組
が
一
体
と
な
り
、
底
上
げ
底
支
え
を

あ
ら
た
め
て
強
調
し
た
い
。
グ
ル
ー
プ
と

と
も
に
全
体
の
運
動
が
５
年
間
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
則
っ
て
進
め
ら
れ
る
も
の
と
し
た
い
。

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
に
つ
い
て

連
合
は
、
議
論
を
進
め
て
き
て
11
月
30

日
の
中
央
委
員
会
で
方
針
決
定
と
な
る
。

JR
連
合
は
労
働
政
策
委
員
会
が
議
論
を
進

め
て
い
る
が
、
来
年
も
し
っ
か
り
ベ
ア
を

勝
ち
取
る
こ
と
と
、
労
働
条
件
向
上
に
向

け
て
い
く
。
２
月
の
中
央
委
員
会
で
決
定

す
る
方
針
に
肉
付
け
を
は
か
り
、
単
組
方

針
に
繋
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

政
治
活
動
に
つ
い
て

来
年
の
統
一
地
方
選
挙
、
な
ら
び
に
７

月
の
参
議
院
選
挙
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
支
持

候
補
者
の
全
員
当
選
に
む
け
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

11月14日、申第1号
「2018年度年末手当
の支払いに関する申
入れ」について、会
社から回答があった。

本部は、要求に届かないものであったため持ち帰り、
協議の結果、これ以上の進展はないとして同日妥結し
た。ＪＲグループの発展をめざした施策の実現にむけ
たモチベーションアップのためにも、要求の満額獲得
をめざしたものだが、及ばなかった。しかし、ＪＲ産
業のさらなる発展をともにめざしていくことを求め、
労働組合としてあるべき姿勢をしっかり示しながら、
激変の時代・変革への対応を成し遂げていくための議
論の重要性について、認識をともにすることができた。
さらに労働組合の意義を伝えていかなければならない。

１ 基準額

基準額は、基準内賃金の3．18ヶ月分とする。

２ 支給日
平成30年12月4日(火)以降、準備でき次第とする。



11
月
22
日
、
「
電
気
部
門

の
変
革
２
０
２
２
に
つ
い
て
」

会
社
提
案
が
あ
っ
た
。
提
案

内
容
に
つ
い
て
は
、
電
気
部

門
は
、
『
変
革
２
０
２
７
』

で
掲
げ
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
現

化
す
る
た
め
、
最
新
技
術
導

入
を
積
極
的
に
行
い
「
設
備

の
シ
ス
テ
ム
チ
ェ
ン
ジ
」

「
ス
マ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」

「
工
事
の
機
械
化
・
効
率
化
」

を
３
本
柱
と
し
て
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
業
務
等
を
変
革
し
て

い
く
。
更
に
、
安
全
の
確
保

を
ベ
ー
ス
に
、
こ
れ
ら
の
３

本
柱
等
に
よ
り
「
技
術
的
な

判
断
業
務
に
注
力
」
す
る
働

き
方
を
実
現
す
る
。

３
本
柱
を
推
進
し
つ
つ
、

生
産
性
の
高
い
業
務
執
行
体

制
を
目
指
し
、
「
新
幹
線
を

専
門
的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す

る
組
織
」
「
在
来
線
を
パ
ー

ト
ナ
ー
会
社
と
連
携
し
効
率

的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
組

織
」
を
構
築
し
、
業
務
の
ス

リ
ム
化
等
を
合
わ
せ
て
実
施

す
る
こ
と
で
、
電
気
部
門
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
を
変
革

し
て
い
く
、
と
し
て
い
る
。

（
以
下
、
概
要
に
つ
い
て
）

実
施
事
項

(

１)

電
気
部
門
の
新
た
な
新

幹
線
体
制
の
確
立

(

２)

電
気
部
門
の
在
来
線
の

効
率
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

体
制
の
確
立

(

３)
ス
マ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
導
入
等
に
よ
る
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
業
務
の
ス
リ
ム
化

(

４)

技
術
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
業
務
の
簡
素
化

(

５)

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
セ
ン

タ
ー
の
効
率
的
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
体
制
の
確
立

(

６)

異
常
時
対
応

実
施
日

平
成
31
年
４
月
１
日

提
案
を
受
け
る
に
あ
た
っ

て
組
合
側
か
ら
は
、
基
本
的

に
効
率
化
に
反
対
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
。
現
場
の
実

態
に
合
わ
せ
た
よ
り
良
い
施

策
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
っ
た
意
見
。
ま

た
、
教
育
・
訓
練
に
つ
い
て

の
充
実
が
必
要
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
訴
え
た
。
そ
し
て
、

会
社
施
策
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

で
あ
る
組
合
と
し
て
の
考
え

方
に
つ
い
て
、
も
し
求
め
る

方
向
と
実
態
が
合
わ
な
い
よ

う
な
場
合
に
は
、
組
合
か
ら

提
言
し
、
立
ち
止
ま
る
と
い

う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
の

考
え
を
伝
え
た
。

安
全
・
安
定
輸
送
が
大
前

提
で
あ
り
、
お
客
様
に
迷
惑

を
か
け
な
い
、
安
心
の
提
供

と
信
頼
の
確
保
と
い
う
基
本

ス
タ
ン
ス
を
明
確
に
示
し
た

う
え
で
、
会
社
の
提
案
を
受

け
た
。

本
部
は
、
12
月
前
段
に
業

務
部
を
中
心
に
設
備
部
会
と

申
入
れ
内
容
の
検
討
に
入
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

イ

ー

ス

ト

ユ

ニ

オ

ン

仙

台

地

方

本

部

と

、

本

部

菅

野

執

行

委

員
長
は
、

11

月
17

日
、
山
形
県
酒
田
市
に
あ
る

「
羽
越
本
線
列
車
事
故
慰
霊

碑
」
を
訪
れ
、
２
０
０
５
年

（
平
成
17
年
）
12
月
25
日
に

発
生
し
た
特
急
い
な
ほ
14
号

の
列
車

脱
線
事

故
で
お

亡
く
な

り
に
な

ら
れ
た

方
々
に

対
し
、

献
花
を

行
う
と
と
も
に
黙
祷
を
捧
げ

た
。
事
故
は
発
生
か
ら
13
年

が
経
と
う
と
し
て
い
る
が
、

私
た
ち
に
と
っ
て
こ
の
事
故

は
、
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
二

度
と
こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い

事
故
を
繰
り
返
さ
な
い
と
い

う
思
い
を
碑
に
お
誓
い
し
た
。

社
会
を
支
え
る
鉄
道
事
業
を

担
う
企
業
に
と
っ
て
、
安
全

は
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
労

働
組
合
も
同
様
で
あ
る
。
事

故
に
よ
っ
て
、
ご
利
用
者
の

命
を
奪
う
、
怪
我
を
さ
せ
る

こ
と
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

そ
の
防
止
に
努
力
す
る
こ
と

は
何
よ
り
も
最
優
先
の
位
置

づ
け
と
し
て
取
り
組
ん
で
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

仙
台
地
本
で
は
昨
年
に
引

き
続
い
て
の
行
動
と
な
っ
た
。

昨
年
は
、
運
用
開
始
に
な
っ

た
ば
か
り
の
ド
ッ
プ
ラ
ー
レ
ー

ダ
ー
の
見
学
な
ど
も
行
っ
た
。

ま
た
、
新
潟
地
本
で
は
、
現

地
当
該
地
本
で
も
あ
り
、
毎

年
、
こ
の
場
を
献
花
に
訪
れ

て
い
る
。

今
回
、
黙
祷
を
し
て
い
る

そ
の
時
に
、
す
ぐ
側
に
あ
る

線
路
を
、
ま
さ
に
「
い
な
ほ

号
」
が
通
過
し
た
。
頭
を
下

げ
、
目
を
瞑
っ
て
い
る
脇
を

走
る
そ
の
両
数
が
特
急
い
な

ほ
だ
っ
た
。
車
輪
の
音
が
、

悲
し
く
も
聞
こ
え
、
絶
対
の

安
全
を
願
う
、
頼
む
ぞ
、
と

言
わ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に

も
聞
こ
え
た
。
安
全
に
万
全

を
期
す
こ
と
は
で
き
て
も
、

完
全
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得

な
い
し
、
近
道
も
な
い
。
私

た
ち
は
、
事
故
を
風
化
さ
せ

ず
、
職
場
か
ら
の
安
全
風
土

の
構
築
に
努
力
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
故
の
教
訓
を
胸
に
、
日
々

の
安
全
に
対
す
る
取
り
組
み

を
さ
ら
に
進
め
て
い
こ
う
。

２
０
１
９
年
度
「
連
合

･

愛
の
カ
ン
パ｣

取
り
組
み
の

要
請
に
つ
い
て

取
組
期
間

２
０
１
８
年
11
月
～
12
月

目

標

組
合
員
一
人
３
０
円
以
上
を

目
標
と
す
る
任
意
カ
ン
パ

※
集
約
し
た
カ
ン
パ
金
の
一

部
を
宮
城
県
名
取
地
区
に
お

け
る
オ
イ
ス
カ
「
海
岸
林
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
支
援

へ
拠
出
し
ま
す
。

各
地
協
・
地
本
で
集
約
中

で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ＪＲグループの持続的な発展
にむけ、民主的労働組合・
労使関係を築こう！

ＪＲ連合「民主化パンフレット」

ＪＲグループが国民・利用者から信頼

される魅力ある存在であり続けるため

には、安全を基礎として健全な事業運

営によって発展していかなければなり

ません。

ＪＲ連合は、その必要

条件と言える自由で民

主的な労働組合と建設
的な労使関係を築くべ

く、組織課題の解決に

むけて全力で取り組ん
でいます。

ＪＲ連合 ジェイアール・イーストユニオン「ジャスティス」 ２０１８（Ｈ３０）年１２月１日 第５３号（２）


